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がある事項について示した（第３章のⅡの内容を反映）。
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　ガイドブック（試案）は、病気の児童生徒への指導・支援方法について詳細に記述したマニュ
アル本ではなく、必要な情報をコンパクトにまとめ、個々の教育的ニーズや支援・配慮（合理的
配慮を含む）についての検討をサポートするツールである。例えば、ケース会議等で病気の児童
生徒の実態把握を行う際に、特定の内容に偏った話し合いとならないよう、関係者間で共有する
参考資料として活用することが考えられる。同様の目的で、入院中の児童生徒が復学する際の支
援連携会議等で、特別支援学校（病弱）等の教員と前籍校の教員とで復学後の支援・配慮を検討
する際の参考資料として活用することも考えられる。
　また、本ガイドブック（試案）は、経験の少ない教員が病弱教育の基礎的・基本的な内容を理
解するための研修テキストや、研修意欲の高い教員がより詳しい情報を得るための手引きとして
の活用を想定している。例えば、教育センターにおける病弱教育の基礎研修のテキストとして活
用したり、学校の状況に応じて校内研修のテキストとして活用したりすることが考えられる。
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